
 

つるみね 
 

鶴嶺公民館３０年の節 

目に環境政策課より異動 

してまいりました。 

 皆様に気持ち良く利用 

していただける「地域密 

着型の公民館」の役割と責任を、歴代

の館長に習い、果たしていきたいと考

えています。 

 皆様のご理解とご協力をいただき、

地域ぐるみの活動がさらに進展して

いきますよう、頑張ってまいりますの

で、どうぞよろしくお願いします。 
編集・発行 茅ケ崎市立鶴嶺公民館 茅ケ崎市萩園 2028-55 

TEL/FAX 0467-87-1103  メール/kou_tsurumine@city.chigasaki.kanagawa.jp 

地域と公民館をつなぐふれあい広場 2012・夏 

公民館だより №83開館 30周年記念号 

    2～3面・節目だ！まつりだ！30回 『つるみね公民館まつり』フォト・アルバム 

         タイムスリップ！ 第 1回公民館まつり“仮装行列”の写真発見!! 

4～5面・開館 30周年特別企画／『つるみね』の表紙で綴る公民館30年史 

     ＊歴代館長１０名の「在職中の思い出」コメント 

    6～7面・2012夏休みの子ども事業／公運審だより／利用懇だより／遊々クラブ 

         平成 24年度「鶴嶺公民館運営審議会」「利用者懇談会世話人会」名簿 

8 面・異動職員のごあいさつ／短歌／原稿募集／モニター募集ほか 

     

主
な
記
事 

↓完成した公民館（写真中央下の四角の屋根）。周りには空き地が

いっぱい。変わらないのは遠くに見える大山だけ…。（昭和 58年） 

←
完
成
間
近
い
公
民
館
。（
駐
車
場
側
か
ら
撮
影
／
昭
和
57
年
） 



 
 

コールはぎ 一姫二太郎 

節目だ！まつりだ！30回！  

つるみね公民館まつり 
2012/3/2～4 

祝！ 公民館開館 30周年!! 

連日大にぎわいだったあの

日を、心のアルバムにも貼り

付けましょう！ 学び合い・絆がつくる・地域力 

毎年「まつり」を盛り上げてくれる祭ばやし（新田地区太鼓保存会）。 

浜之郷小と今宿小のお友だちは、水あめを

販売。行列ができる大人気ぶりでした。 

↓
〝
国
際
交
流
協
会
″

主
催
の
『
フ
ォ
ト
フ
レ

ー
ム
作
り
』
に
挑
戦
。 

↑
今
年
も
鶴
嶺
小
学
校
４
年
生
の
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
と
合
唱
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
！ 

食生活改善推進団体“ばら”のミニ料理教室。 

↓
模
擬
店
は
ど
こ
も
大
に
ぎ
わ
い
。 

ボランティア活動で大活躍の手話サークル“つるの会”。 



 
“ウクレレてらこや”の子どもウクレレ

演奏。 

カラオケ会場は超満員。熱気ムンムンです！ 

ヨイチョ！ 

“エストレージャス”のラテン演奏。 

力作ぞろいの“鶴嶺てんこく会”展示。 

はつらつ ！“ダンスサークルフラッシュ”。 

↑３月４日の防災講演会『3・11 何が起こった

か ！』には、１００名の聴衆がつめかけ、木

下繁喜講師（「東海新報」編集部/岩手大船渡在

住）の生々しい東日本大震災体験に聴き入った。 

 

 

“つるみねクラフト学び塾”の木工教

室。ボクたち、真剣に学んでます。 ＡＫＢに勝ってます！ 人気№１でした！ 

↑みんなで踊ろう！ 社交ダンス。 

撮影・鶴嶺写真クラブ 

タイムスリップ 

第１回公民館まつり 
 

写真は２点とも仮

装行列。「 83  3 

18」（昭和５８年３月

１８日）の日付入り。 



 
 

 

《
開
館
30

周
年
特
別
企
画
》 

表
紙
で
綴
る
三
十
年
史 

つ
る
み
ね 

公
民
館 

永
い
公
民
館
の
歴
史
の
概
略
を
『
公 

民
館
だ
よ
り
・
つ
る
み
ね
』
の
表
紙
と 

と
も
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

昭和 58年（1983）3月  昭和 59年（1984）3月  

昭和 63年（1988）5月  平成元年（1989）8月  平成 2年（1990）7月  

平成 5年（1993）7月  平成 6年（1994）6月  平成 7年（1995）7月  

平成 12年（2000）6月  平成 13年（2001）6月  

平成 17年（2005）6月  平成 18年（2006）7月  平成 19年（2007）7月  

■
昭
和
57
年 

●
５
・
７ 

公
民
館
オ
ー
プ
ン 

初
代 

角
田
明
館
長 

～
Ｓ
59
・
６ 

萩
園
生
産
組
合
の
ご
協
力
で
、
田
植
え

か
ら
の
「
米
作
り
体
験
」
を
し
ま
し
た
。

風
船
飛
ば
し
大
会
で
、
県
外
か
ら
手
紙
が

届
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。 

 ■
昭
和
58
年 

●
第
１
回
『
公
民
館
ま
つ
り
』
３
・
18
～
20 

●
『
公
民
館
だ
よ
り
』
第
１
号
発
行 

■
昭
和
59
年 

②
山
上 

光
久
館
長 

Ｓ
59
・
７
～
Ｓ
63
・
３ 

●
『
健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
』
始
ま
る 

■
平
成
元
年 

●
『
子
ど
も
室
』
増
築 

■
平
成
２
年 

●
第
１
回
『
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
90
』 

 
 

茅
ヶ
崎
文
化
会
館
で
開
催
（
以
降
、
同

会
館
で
平
成
６
年
ま
で
、
５
回
開
催
） 

■
平
成
６
年 

■
平
成
７
年 

■
平
成
８
年 

⑥
寺
井 

朗
雄
館
長 

Ｈ
８
・
４
～
Ｈ
13
・
３ 

 

■
平
成
12
年 

■
平
成
13
年 ⑦

向
井 

孝
允
館
長 

Ｈ
13
・
４
～
Ｈ
16
・
３ 

 

公
民
館
の
周
辺
は
四
季
折
々
の
野
の
花

が
咲
き
ま
す
。
自
然
を
尊
重
し
、
野
の
花

の
よ
う
に
生
き
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。 

●
『
鎌
倉
歴
史
文
学
散
策
』
始
ま
る 

■
平
成
17
年 

⑨
吉
崎 

正
道
館
長 

Ｈ
18
・
４
～
Ｈ
20
・
３ 

 

就
任
し
た
年
が
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
の
稼
働
の
年
で
、
自
分
自
身
も
利
用
者

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
必
死
に
シ

ス
テ
ム
を
覚
え
ま
し
た
。 

 

●
『
陶
芸
教
室
』
始
ま
る 

■
平
成
18
年 

●
公
民
館
利
用
予
約
シ
ス
テ
ム
稼
働 

●
『
夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』『
横

浜
散
策
』
始
ま
る 

■
平
成
19
年 

＊
歴
代
館
長
の
氏
名
の
上
の
〇
囲
み
数
字
は
歴
代
順
を
、
氏
名
横
の
数
字
は
在
職
期
間
を
表
し
ま
す
。
Ｓ
＝
昭
和
・
Ｈ
＝
平
成 



 

昭和 60年（1985）3月  昭和 61年（1986）7月  昭和 62年（1987）7月  

平成 3年（1991）6月  平成 4年（1992）8月  

平成 8年（1996）7月  平成 9年（1997）7月  平成 10年（1998）7月  平成 11年（1999）6月  

平成 14年（2002）6月  平成 15年（2003）6月  平成 16 年（2004）6

月  

平成 20年（2008）7月  平成 21年（2009）7月  平成 22年（2010）7月  平成 23年（2011）7月  

『
つ
る
み
ね
コ
ン
サ
ー
ト
』
（
現
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
イ
ン
）
の
初
回
が
、
館
長
だ
っ

た
86

年
で
し
た
。
先
日
55
回
目
を
懐
か

し
く
拝
見
し
ま
し
た
。 

 

■
昭
和
60
年 

■
昭
和
61
年 

●
『
子
ど
も
の
広
場
』
始
ま
る 

■
昭
和
62
年 

■
昭
和
63
年 

年
配
の
方
に
親
し
く
し
て
い
た
だ
き
、

公
民
館
の
ロ
ビ
ー
で
一
緒
に
お
茶
を
飲

ん
だ
り
し
た
こ
と
が
、
楽
し
い
思
い
出
と

し
て
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

③
眞
壁 

勝
男
館
長 

Ｓ
63
・
４
～
Ｈ
３
・
３ 

 

■
平
成
４
年 

■
平
成
３
年 

④
守
屋 

敏
明
館
長 

Ｈ
３
・
４
～
Ｈ
５
・
３ 

 

●
開
館
10
周
年 

「
開
館
10
周
年
」「
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
担
当
館
と
大
事
が
続
き
、
と
て

も
忙
し
く
、
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
ら
異
動

で
し
た
。 

■
平
成
５
年 

⑤
木
内 

正
廣
館
長 

Ｈ
５
・
４
～
Ｈ
８
・
３ 

 

貴
重
な
経
験
で
し
た
。
時
は
経
っ
て

も
、
そ
の
頃
の
利
用
者
に
出
会
っ
た
り
し

ま
す
と
、当
時
の
こ
と
が
良
い
思
い
出
と

し
て
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。 

 

初
め
て
施
設
を
預
か
っ
て
、
緊
張
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。地
域
の
方
の
協

力
で
行
っ
た
、
年
末
の
餅
つ
き
大
会
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
平
成
９
年 

■
平
成
10
年 

■
平
成
11
年 

■
平
成
14
年 

●
開
館
20
周
年 

■
平
成
15
年 

⑧
谷
沢 

眞
樹
館
長 

Ｈ
16
・
４
～
Ｈ
18
・
３ 

 

「
第
24
回
鶴
嶺
公
民
館
ま
つ
り
」
で
の

戦
後
60
年
企
画
の
朗
読
劇
『
ぼ
く
の
し

り
た
か
っ
た
せ
ん
そ
う
』で
受
け
た
感
動

は
、
今
も
ま
だ
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
『
小
出
川
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』
始
ま
る 

■
平
成
16
年 

●
『
古
典
文
学
講
座
』
始
ま
る 

⑩
米
山 

明
夫
館
長 

Ｈ
20
・
４
～
Ｈ
24
・
３ 

 

■
平
成
20
年 

■
平
成
21
年 

■
平
成
23
年 

■
平
成
22
年 

３
・
11
大
震
災
で
避
難
さ
れ
た
方
の

対
応
に
追
わ
れ
た
こ
と
。そ
の
後
の
計
画

停
電
・
節
電
協
力
を
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

 



  
 

サークル紹介 

2012 

夏休みの子ども事業 
公民館で、楽しい夏の思い出をつくろう！ 

夏
休
み
小
学
生
『
サ
ー
ク
ル
体
験
』 

７
月
21
日
（
土
）
～
８
月
31
日
（
金
） 

・
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
体
験 

・
対
象
：
小
学
生 

・
申
込
み
：
７
月
14
日
（
土
）
～ 

夏
休
み  

つ
る
み
ね
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

７
月
21
日
（
土
） 

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

・
遊
び
の
広
場 

・
そ
う
め
ん
流
し 

・
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
シ
ョ
ー 

自然の発見・観察探検隊 

8月 22日（水）10時～14時 

・会場：鶴嶺東コミュニティセンター 

・お話と実習 ・対象：小学生と保護者 

・定員：24名 ・申込み 7月 24日(火)～ 

夏休み親子料理教室 

SUMMER LIVE 
 

つるみね 

ミュージック・イン 

8月 25日（土）13時～16時 30分 

・会場：講義室 

・一般公募の中学生～30 歳による

音楽とダンス 

 

・8月 18日（土）9時～12時 

・遊戯王カードを使用 

・対象：３年生以上の小学生 

・定員：30名 

・申込み：６月 26日（火）～ 

・持ち物：遊戯王・サイコロ・電卓・

筆記用具・飲み物 

夏休み 子どもカードゲーム

大会 

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

お
話
し
コ
ン
サ
ー
ト 

＊
詳
細
未
定
、
公
民
館
に
お
問
合
せ
を
！ 

「信墨会」の水墨画に挑戦よ！ 

フリーマーケット 

そ
う
め
ん
流
し 

＊掲載写真は、昨年夏に撮影したものです。 



 

 

遊
々
ク
ラ
ブ 

『春
の
花
を
描
こ
う
』 

４
月
７
日
、
10
時
よ
り
子
ど
も
室
で
、

第
１
回
遊
々
ク
ラ
ブ
『
春
の
花
を
描
こ

う
』
が
開
催
さ
れ
、
９
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
桜
茶
で
春
を
味
わ
い
、
講
師
の

先
生
か
ら
桜
や
椿
を
題
材
に
し
た
水
墨

画
の
描
き
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
何
度
も

半
紙
に
練
習
し
た
後
、
い
よ
い
よ
色
紙
に

挑
戦
。
で
き
上
が
っ
た
作
品
を
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
並
べ
て
、
み
ん
な
で
お
菓
子
を

つ
ま
み
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
茶
話
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

「
大
変
、
楽
し
か
っ
た
」
「
初
め
て
の
水

墨
画
だ
っ
た
け
れ
ど
、
親
切
に
指
導
し
て

も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
参

加
し
た
い
」
と
、
皆
さ
ん
の
評
判
も
上
々

で
し
た
。 

 

  

第
１
回
の
公
民
館
運
営
審
議
会(

公

運
審)
が
４
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
公
運
審
の
主
な
役
割
は
館
長
の
求

め
に
応
じ
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
の

事
業
の
企
画
や
実
施
等
に
つ
い
て
調
査

・
審
議
を
し
ま
す
。
委
員
は
７
名
で
任

期
は
１
期
２
年
間
で
す
。 

審
議
会
で
は
役
員
の
選
出
に
続
き
、

24
年
度
の
予
算
及
び
事
業
計
画
に
つ

い
て
館
よ
り
説
明
の
後
、
議
論
が
さ
れ

ま
し
た
。
予
算
で
は
光
熱
水
費
で
８
％

弱
の
削
減
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

公
民
館
の
主
催
事
業
で
は
、｢

次
世
代

育
成
の
た
め
、
地
域
の
絆
・
教
育
力
の

向
上｣

を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
規
事
業
で
は
、

〝
シ
ニ
ア
世
代
の
外
出
の
き
っ
か
け
づ

く
り
〟
を
目
的
と
し
た
『
遊
々
ク
ラ
ブ
』

が
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
「
開
館
30
周
年
記
念
誌
」
の
発

行
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

公
民
館
は
地
域
に
根
ざ
し
た
身
近
な

居
場
所
づ
く
り
、
友
だ
ち
づ
く
り
の
場

で
あ
り
、
情
報
の
発
信
基
地
で
も
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

く
有
意
義
に
利
用
で
き
る
公
民
館
と

な
る
よ
う
に
、
公
運
審
委
員
一
同
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

運
営
審
議
会
会
長
・
増
田 

安
宏 

  

ご
多
分
に
も
れ
ず
、
私
も
60
歳
の
定

年
ま
で
、
公
民
館
は
も
と
よ
り
、
地
域

社
会
と
の
つ
な
が
り
は
、
ま
っ
た
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
公
民
館
と
の
出
会
い
は
、
知
人
に

誘
わ
れ
て
詩
吟
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
公
民
館
ま

つ
り
の
芸
能
大
会
に
も
参
加
、
そ
の
後
、

公
運
審
だ
よ
り 

利
用
懇
だ
よ
り 

ま
つ
り
の
実
行
委
員
に
も
な
り
、
多
く

の
サ
ー
ク
ル
や
子
ど
も
た
ち
が
公
民

館
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
公
民
館
が
社
会
教
育
の
場
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
の
中
心

と
し
て
、
そ
の
役
割
は
益
々
大
き
く
な

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。 

開
館
30
年
の
伝
統
あ
る
公
民
館
と

し
て
、
一
層
地
域
に
根
差
し
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
微
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
世
話
人

は
じ
め
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。 

利
用
者
懇
談
会
世
話
人
会
・
高
橋 

勝
行 

平成 24 年度運営審議会委員 
増田 安宏（会長 鶴嶺公民館利用者懇談会・ＫＭＣ） 

土屋 豊 （副会長・浜之郷小学校区青少年育成推進協議会） 

高橋 正人（茅ヶ崎市立萩園中学校教頭） 

鶴岡 莞子（茅ヶ崎市老人クラブ連合会） 

星 輝一 （鶴嶺東地区自治会連合会） 

富田 久徳（鶴嶺西地区自治会連合会） 

廣田 みつ子（鶴嶺西地区社会福祉協議会） 

平成 24年度利用者懇談会世話人会 
高橋勝行（代表・つるみね愛吟会） 

吉田幸子（副代表・アミアンジャギー） 

八木沢 広美（副代表・やまいもの会） 

諸本 順子（書記・ＨＰ鶴嶺パソコン） 

田中 収 （書記・FC 今宿） 

田中君子（淡彩ちがさき） 

鶴岡 莞子（鶴嶺体操クラブ） 

中根 誠二（鶴嶺太極拳同好会） 

島村 環（つるみね土踊会） 

石井 幸子（仲間づくりかよう会）  

前田 厚子（筆友会） 

小西マサエ（ＫＭＣ） 

岡野 宏子（信墨会・鶴嶺ダンス） 

城戸 照子（野いちご） 

桑原 敏勝（マリンブルー湘单） 

田辺田鶴子（卓球さつき） 

小室 光 （茅ヶ崎紙芝居研究会さわやか） 

安田 真理（ノンタン） 

石川 ルミ（子ども英語クラブ・イングリッシュキッズ） 

藤松 文子（ハラヴォードの会） 

 

絵
を
描
い
た
り
、

お
茶
し
た
り
の
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。 



 

 

紙
面
作
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

●
原
稿
募
集 

○
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
ミ
ニ
エ
ッ
セ
イ
・

絵
手
紙
・
書
道
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど
、

作
品
を
公
民
館
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

○
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
が
、
公
序
良
俗
に
反
す

る
も
の
、
公
民
館
だ
よ
り
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 

○
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。 

○
文
章
は
ス
ペ
ー
ス
等
の
関
係
上
等
で
、
手
を

入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
モ
ニ
タ
ー
募
集
（
小
学
校
３
年
生
～
） 

○
「
つ
る
み
ね
」
に
対
す
る
様
々
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

清
流
が
裏
を
流
れ
る
散
髪
屋
客
途
切
れ
れ
ば
鮎
釣
る
と
い
う 

渡
辺 

早
苗 

な
だ
ら
か
な
栗
駒
山
に
登
り
た
り
生
れ
し
ば
か
り
の
紅
葉
に
会
う 

鶴
岡 

恵
子  

横
田 

孝
子  

平
澤
ま
さ
え 

 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
小
山 

尅
正
） 

＊ 

 
 
 
 

 
 
 

 

６
年
間
に
わ
た
る
温
か

い
ご
指
導
・
ご
支
援
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
異

動
で
、
古
巣
の
松
林
公
民
館
に
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

「
茅
ヶ
崎
で
一
番
好
き
な
公
民
館
に
し
よ

う
」
と
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
鶴
嶺
公
民
館
ご

利
用
の
皆
様
、
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
、
私
の
鶴
嶺
公
民
館
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 
 

（
古
谷 

進
） 

   

小
和
田
公
民
館
よ
り

転
勤
で
ま
い
り
ま
し
た
。

も
と
の
公
民
館
と
は
、
雰

囲
気
も
ま
る
で
異
な
り
、 

毎
日
が
新
鮮
さ
と
、
ど
き
ど
き
感
で
一
杯
で

す
。
一
日
も
早
く
、
こ
の
公
民
館
や
地
域
の

オ
キ
テ
な
る
も
の
を
身
に
つ
け
、
地
域
に
も

と
け
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

生
ま
れ
も
育
ち
も
茅
ヶ
崎
中
島
で
、
以
前

は
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
市
の
端
か
ら
端
ま
で

通
っ
て
い
た
の
が
、
今
は
徒
歩
で
通
勤
で
き

る
は
夢
の
よ
う
で
す
。 

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
あ
る
公
民
館
。
わ

く
わ
く
感
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
公
民
館
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゆ

っ
た
り
、
な
が
～
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 

（
加
藤 

正
史
） 

＊ 

４
月
よ
り
嘱
託
員
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

下
町
屋
で
生
ま
れ
、
鶴
嶺 

小
学
校
で
学
び
ま
し
た
。
公
民
館
の
周
り
は

様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
所
々
に
懐
か
し
い

景
観
が
残
っ
て
お
り
、
小
さ
い
頃
、
遊
ん
だ

光
景
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。 

 

公
民
館
の
仕
事
の
経
験
は
な
く
、
毎
日
が

と
ま
ど
い
の
連
続
で
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

や
る
べ
き
職
務
を
習
得
し
、
明
る
く
元
気
に

が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

微
力
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
ご
利
用
さ
れ
る
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え

る
公
民
館
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
・
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

（
小
池 

三
知
雄
） 

 

前
館
長
の
米
山
で

す
。
鶴
嶺
公
民
館
で
の

４
年
間
は
、
あ
っ
と
い 

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

在
任
中
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
公
民
館
ま
つ
り
、
夏
場

の
ゴ
ー
ヤ
づ
く
り
等
々
、
大
変
楽
し
い
時
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

４
月
か
ら
小
和
田
公
民
館
に
異
動
し
、
こ

れ
ま
で
と
違
う
雰
囲
気
に
と
ま
ど
い
な
が

ら
も
、
毎
朝
、
通
学
（
松
浪
小
学
校
）
し
て

く
る
子
ど
も
た
ち
に
、
地
域
の
方
々
と
一
緒

に
「
お
は
よ
う
」
の
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。 

 

30
周
年
を
迎
え
た
鶴
嶺
公
民
館
が
ま
す

ま
す
発
展
し
ま
す
よ
う
に
、
小
和
田
か
ら
陰

な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。（
米
山 

明
夫
） 

＊ 鶴
嶺
公
民
館
に
お
世

話
に
な
っ
て
以
来
５

年
、
実
に
多
く
の
人
と 

の
出
会
い
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
と
て
も

大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝
の
念
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。 

今
後
は
、
「
人
は
理
想
を
失
う
と
き
初
め

て
老
い
る
」
と
い
う
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

の
『
青
春
の
詩
』
に
あ
や
か
り
、
さ
さ
や
か

で
も
新
た
な
目
標
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
、

い
つ
ま
で
も
青
年
の
気
持
ち
で
い
た
い
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
新
し
い
企
画
で
、
若
者
も
多
く
集

う
よ
う
に
な
っ
た
最
近
の
公
民
館
は
、
「
進

化
」
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
鶴
嶺
公
民

館
の
更
な
る
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

＊
公
民
館
は
開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当

時
、
周
り
は
水
田
で
夜
に
な
る
と
ウ
シ
ガ
エ
ル

が
鳴
く
所
で
し
た
。
こ
の
『
つ
る
み
ね
』
も
館

と
と
も
に
83
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
「
公
民
館
だ
よ
り
」

に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の
お
蔭
で

す
。
感
謝
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
京
） 

＊
30
周
年
と
い
い
ま
す
と
、
私
事
で
す
が
開
館

当
時
か
ら
館
主
催
の
『
栄
養
教
室
』
（
健
康
レ

ス
ト
ラ
ン
）
に
関
わ
っ
て
い
た
頃
、
子
ど
も
は

ま
だ
小
学
生
で
し
た
。
30
年
経
っ
た
今
、
娘
は

高
校
生
の
母
親
に
。
公
民
館
30
年
の
中
に
は
た

く
さ
ん
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。（
寿
）

＊
新
た
な
メ
ン
バ
ー
の
も
と
30
周
年
を
む
か

え
た
鶴
嶺
公
民
館
。
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

（
星
） 

＊
初
め
て
「
公
民
館
ま
つ
り
」
を
経
験
。
雨
が

降
っ
た
り
寒
か
っ
た
り
の
中
、
な
ん
と
か
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 

（
初
） 

＊
今
年
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
夏
で
す
ね
。
私

の
よ
う
な
凡
人
の
〝
時
〟
は
、
た
だ
た
だ
流
れ

て
い
く
だ
け
で
す
が
、
公
民
館
の
そ
れ
は
違
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
出
が
ぎ
っ
し
り

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
公
民
館
は
私
た
ち
の
心
の

ふ
る
里
な
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
惇
） 

編
集
後
記 
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